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(57)【要約】
【課題】　　　　プラスチックフィルムに印字しても、滲み、色間滲み等の画像の乱れが
なく印刷直後の耐擦性に優れる２液型のインクジェット記録用水性インクセットを提供す
る。
【解決手段】　　少なくとも２種類以上のインクを用いたインクジェット記録用インクセ
ットであって、第１のインクは色材、ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する
樹脂、水溶性溶媒及び／または水を含み、第２のインクは、ジアリルアミン系ポリマー、
水溶性溶媒及び／または水を含むインクジェット記録用水性インクセット。
【選択図】　　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも２種類以上のインクを用いたインクジェット記録用インクセットであって、第
１のインクは色材、ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂、水溶性溶媒
及び／または水を含み、第２のインクは、ジアリルアミン系ポリマー、水溶性溶媒及び／
または水を含むことを特徴とするインクジェット記録用水性インクセット。
【請求項２】
非吸収性基材に印字する請求項１に記載のインクジェット記録用水性インクセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクジェット記録用水性インクセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットプリンター記録装置による印刷は、ノズルよりインクを噴射し被記録材
に付着せしめる方式であり、従来の印刷方法と異なり版を使用しない印刷方式であること
から、少量多品種に対応できるオンデマンド印刷方式として広範囲にわたる利用分野が期
待されている印刷方式である。特に近年では、被記録材として、従来の紙等の吸収基材に
対する印刷から、プラスチック等の非吸収基材に対する印刷の検討が数多くなされ、中で
も耐候性等の観点から、顔料インクを使用した印刷の検討がなされている。
【０００３】
　プラスチックフィルムを被記録材とする印刷の場合、プラスチックは非吸収性であるた
めに、水性インクを使用すると乾燥性が著しく低下し、この結果、インク付着時のインク
の広がりが不均一となることにより滲み、色間滲み等の画像の乱れや良好な発色が得られ
ず画質が低下する等の問題があった。このため通常は、プラスチックフィルム上に受理層
を設けることが行われる（例えば、特許文献１参照。）。しかしながら、プラスチックフ
ィルムの表面はインクジェットインクとの密着性が悪く、通常アンカー層、プライマー層
、下引き層、接着層等と称される層を当該フィルム表面に形成させた上にポリウレタンや
ポリアクリル等を主成分とするインク受容層を設ける工程が必須であった。この様な表面
処理工程は、コストアップに繋がるだけでなく、工程が増えることから生産に掛かる時間
も多く必要となる。
【０００４】
　これに対し、プラスチック等の非吸収基材に対して記録媒体のインク吸収性によらず画
質と耐擦性に優れ、吐出安定性にも優れる水性インクジェット記録方式の印刷方法として
、
色インク、樹脂インク、および反応インクを塗布して画像を印刷する印刷方法が知られて
いる（例えば特許文献２参照）。具体的には、水不溶性の着色剤、水溶性および／または
非水溶性の樹脂成分、水溶性溶剤、界面活性剤を含む色インクと、水溶性樹脂溶剤、水に
は不溶であるが前記水溶性樹脂溶剤には相溶する熱可塑性の樹脂粒子を含み、かつ当該樹
脂粒子の総含有率が前記色インクに含まれる前記着色剤の含有率以上である樹脂インクと
、多価金属塩、ポリアリルアミンおよびその誘導体から選択される反応剤と、界面活性剤
を含む反応インクの３つのインクを塗布して画像を形成する。
しかしながら該方法は少なくとも３種のインクを準備しなければならず、高度な吐出精度
を有するインクジェット装置を必要とする。
【０００５】
一方、２種のインクを使用した２液型印刷方法として、カチオン性物質を含有する液体組
成物及びアニオン性物質を含有するインクを被記録媒体に、互いに記録媒体上で接するよ
うに付与する工程を有する印刷方法で、滲み、色間滲み等の画像の乱れを解消する方法が
知られている（例えば特許文献３参照）。しかしながら該方法は、紙を被記録材として検
討したものであり、特許文献３に記載の組み合わせ、すなわちカチオン性物質として重量
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平均分子量が４００～１４００の範囲にあるカチオン性物質、具体的にはステアリルトリ
メチルアンモニウムクロライドやポリアリルアミン酢酸塩とアクリル酸共重合体との組み
合わせでは、プラスチックフィルムへの印字について所望の物性が得られないといった問
題があった。
また、特許文献３に記載のアニオン性物質を含有するインクは色材濃度が１％以下であり
、いわゆるカラーインクとしては低濃度のため、着色力に劣るといった問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－１１９４２８号公報
【特許文献２】特開２０１０－１１５８５４号公報
【特許文献３】特開２０００－４３３９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、プラスチックフィルムに印字しても、滲み、色間滲み等の画像の乱れ
がなく印刷直後の耐擦性に優れる２液型のインクジェット記録用水性インクセットを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂を含む、第１の
顔料インクと、ジアリルアミン系ポリマーを含む第２のインクとを組み合わせた２液型の
インクジェット記録用水性インクセットとすることで、上記課題を解決した。
【０００９】
　即ち本発明は、少なくとも２種類以上のインクを用いたインクジェット記録用インクセ
ットであって、第１のインクは色材、ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する
樹脂、水溶性溶媒及び／または水を含み、第２のインクは、ジアリルアミン系ポリマー、
水溶性溶媒及び／または水を含むことを特徴とするインクジェット記録用水性インクセッ
トを提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明により、プラスチックフィルムに印字しても、滲み、色間滲み等の画像の乱れが
なく、印刷直後の耐擦性に優れる印刷物を与えるインクジェット記録用水性インクセット
を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明のインクジェット記録用水性インクセットは、第１のインクは色材、ヒドロキシ
基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂、水溶性溶媒及び／または水を含むインクで
あり、第２のインクは、ジアリルアミン系ポリマー、水溶性溶媒及び／または水を含むイ
ンクである。
両インクを重ね刷りすることで被印刷物に対して迅速に固着する。この結果、滲み、色間
滲み等の画像の乱れがなく、且つ印刷直後の耐擦性に優れるインキを得ることができる。
【００１２】
　両インクを重ね刷りすることで被印刷物に対して迅速に固着することについて、そのメ
カニズムは明確ではないが、以下を推定している。
ジアリルアミン系ポリマーがトリガーとなって、ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル
基を有する樹脂の分子間水素結合により巨大会合体へと成長し、ファンデルワールス力な
どの相互作用によりそれらが束になって網目状に絡まり相互に運動を妨げあって流動性を
失い、印刷物表面に固定化されている可能性がある。あるいは、第１のインク中に存在す
るヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂と、第２のインクに存在するジ
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アリルアミン系ポリマーとが反応して、印刷物表面に固定化されている可能性もある。
【００１３】
（第１のインク　ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂）
　本発明で使用する第１のインクは色材、ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有
する樹脂、水溶性溶媒及び／または水を含む。
【００１４】
　ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂としては、公知慣用のヒドロキ
シ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂を使用すればよく特に限定はない。
【００１５】
　本願発明におけるヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂は、少なくと
もヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂を有すればよく、オレフィン系
、アクリル系、塩化ビニル系、酢酸ビニル系、エポキシ系などのいずれの樹脂であっても
よい。当該カルボキシル基を有する樹脂の入手形態は特に限定されない。また取扱いの容
易さから、固体よりも樹脂の水分散体、いわゆる樹脂エマルションが好ましく用いられる
。また市販品の樹脂エマルションを用いても良い。
　これらの中でも、オレフィン系、ウレタン系、アクリル系等の樹脂粒子が水に分散した
樹脂エマルションが好ましい。
【００１６】
　前記第一のインク中の前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂の含
有量（質量％）は、インク全質量を基準として、２．０質量％以上１５．０質量％以下で
あることが好ましく、３．０質量％以上８．０％質量以下がなお好ましく、３．０質量％
以上５．０％質量以下が更により好ましい。
【００１７】
　前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂の酸価は、樹脂固形分あた
り１０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇであることが好ましい。酸価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満で
は、インクの貯蔵安定性に劣る恐れがある。一方、酸価が２００ｍｇＫＯＨ／ｇを超える
と、好ましい耐久性、耐水性等の物性が得られないことがある。
より好ましくは５～１００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲であり、さらに好ましくは１０～８０ｍ
ｇＫＯＨ／ｇの範囲であり、さらに好ましくは１５～６０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲である
【００１８】
　前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂の水酸基価は、樹脂固形分
あたり３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることが好ましい。水酸価が３０ｍｇＫＯＨ／ｇを超
えると、インクの貯蔵安定性に劣る恐れがある。より好ましくは２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下
であり、さらに好ましくは１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である。
なお、ここでいう酸価と水酸基価は、ＪＩＳ００７０に準拠した方法により測定した値で
ある。
【００１９】
　また、前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂のガラス転移点温度
（以下、Ｔｇと略す）は、所望する用途に応じて適宜設定することが好ましい。例えば食
品用の包装材料用途等の可とう性を有するプラスチックフィルムに印字する場合は、フレ
キシビリティー（柔軟性）が要求されることから、Ｔｇはあまり高くないほうが好ましい
。適当なフィルムへの密着性とフレキシビリティーとを両立させるために、前記ヒドロキ
シ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂のＴｇは－８０℃～８０℃の範囲であるこ
とが好ましく、－８０℃～３０℃の範囲であることが特に好ましい。
【００２０】
　また、前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂の重量平均分子量（
ポリスチレン換算）が１０，０００以上１，０００，０００以下、さらには２０，０００
以上７００，０００以下であることが、インクの物性バランスを発現しやすいので好まし
い。
　なお、ここでいう重量平均分子量（Ｍｗ）は、下記の条件でＧＰＣ測定により求めたも
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のとする。
【００２１】
［ＧＰＣ測定条件］
測定装置：東ソー株式会社製「ＨＬＣ－８２２０　ＧＰＣ」、
カラム：東ソー株式会社製ガードカラム「ＳｕｐｅｒＨＺ－Ｌ」（内径４．６ｍｍ×２ｃ
ｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ４０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ３０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ２０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ１０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
測定条件：カラム温度　４０℃
　　　　　流速　０．３５ｍｌ／分
試料：樹脂水溶液を乾燥固化し、樹脂固形分換算で０．５質量％のテトラヒドロフラン（
ＴＨＦ）溶液をマイクロフィルターでろ過したもの（１０μｌ）。
校正曲線：単分散標準ポリスチレンＳＴＫ　ｓｔａｎｄａｒｄポリスチレン（東ソー株式
会社製）分子量４００００００～２５０までのサンプルによる校正曲線を使用した。
【００２２】
　本発明で使用するヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂が樹脂エマル
ション等の樹脂粒子の水分散体の場合、その平均粒子径が大きすぎるとヘッド詰まりの原
因となり吐出不良を引き起す。そのため、前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基
を有する樹脂粒子の平均粒子径はできるだけ小さいことが吐出不良への影響が少ないこと
から好ましい。具体的には１０ｎｍ～５００ｎｍの範囲であることが好ましく、１０～３
００ｎｍの範囲であることが特に好ましい。
　ここで粒子径の測定は、公知慣用の遠心沈降方式、レーザー回折方式（光散乱方式）、
ＥＳＡ方式、キャピラリー方式、電子顕微鏡方式などで行うことができる。好ましいのは
、動的光散乱法を利用したマイクロトラックＵＰＡによる測定である。
【００２３】
　本発明のインクに使用できる樹脂エマルションは、例えば、乳化剤の存在下で、モノマ
ー及び重合開始剤を滴下し、重合させる方法や、樹脂の水溶液ないしは水懸濁液を撹拌す
ることなどによる乳化方法などにより得られるものであることが好ましい。乳化剤として
は、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルエステル類、
ポリオキシエチレンソルビタンアルキルエステル類などのノニオン性乳化剤、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテルカルボン酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、水溶性のアクリ
ル樹脂のようなポリカルボン酸塩などのカルボン酸型、アルキルベンゼンスルホン酸塩な
どのスルホン酸型、アルコール硫酸エステル塩類、アルキルアリルスルホン酸塩類などの
アニオン性乳化剤などが挙げられる。
【００２４】
　本発明のインクに使用できる樹脂エマルションは、市販のものを使用することもできる
。例えば、ポリオレフィン樹脂系エマルションとしては、ユニチカ社製アローベースシリ
ーズ、三井化学社製ケミパールシリーズ、東邦化学社製ハイテックシリーズ、住友精化社
製ザイクセンシリーズなどが挙げられる。ポリエステル樹脂系エマルションとしては、ユ
ニチカ社製エリーテルシリーズ、東洋紡社製バイロナールシリーズなど、ポリウレタン樹
脂系エマルションとしては、旭電化社製アデカボンタイターシリーズや三井化学社製タケ
ラックシリーズなど、アクリル樹脂系エマルションとしては楠本化成社製ＮｅｏＣｒｙｌ
シリーズなどがそれぞれ挙げられる。
【００２５】
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（第１のインク　色材）
　本発明で使用する色材は、特に限定はなく、水性インクジェットインクにおいて通常使
用される色材を使用することができ、顔料や染料等が挙げられる。耐候性、耐水性を要求
される用途であれば、顔料を使用することが好ましい。顔料としては、公知慣用の有機顔
料あるいは無機顔料を使用することができる。
【００２６】
　本発明で使用する顔料は、公知慣用の有機顔料あるいは無機顔料の中から選ばれる少な
くとも一種の顔料である。また、本発明は未処理顔料、処理顔料のいずれでも適用するこ
とができる。
　プラスチックを被記録材とする印刷の場合、インクジェットインクとしては、イエロー
インク、シアンインク、マゼンタインク、ブラックインク等のほか、視認性を高める目的
から白色インクも使用される。これらの使用される顔料は特に限定はなく、通常水性イン
クジェット記録用インク用の顔料として使用されているものが使用できる。具体的には、
水や水溶性有機溶剤に分散可能であり、公知の無機顔料や有機顔料が使用できる。無機顔
料としては例えば、酸化鉄、コンタクト法、ファーネス法、サーマル法等の公知の方法に
よって製造されたカーボンブラック等がある。また、有機顔料としては、アゾ顔料（アゾ
レーキ、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレートアゾ顔料などを含む）、多環式顔料（
例えば、フタロシアニン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料、アントラキノン顔料、キナ
クリドン顔料、ジオキサジン顔料、チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフラ
ロン顔料など）、染料キレート（例えば、塩基性染料型キレート、酸性染料型キレートな
ど）、ニトロ顔料、ニトロソ顔料、アニリンブラックなどを使用することができる。
【００２７】
　例えばブラックインクに使用される顔料としては、カーボンブラックとして、三菱化学
社製のＮｏ．２３００、Ｎｏ．２２００Ｂ、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．９６０、　Ｎｏ．９８
０、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ，４５、Ｎｏ．４５Ｌ、Ｎｏ．５２、ＨＣＦ８８、Ｍ
Ａ７、ＭＡ８、ＭＡ１００、等が、コロンビア社製のＲａｖｅｎ５７５０、Ｒａｖｅｎ５
２５０、Ｒａｖｅｎ５０００、Ｒａｖｅｎ３５００、Ｒａｖｅｎ１２５５、Ｒａｖｅｎ７
００等が、キャボット社製のＲｅｇａｌ　４００Ｒ、Ｒｅｇａｌ　３３０Ｒ、Ｒｅｇａｌ
　６６０Ｒ、Ｍｏｇｕｌ　Ｌ、Ｍｏｇｕｌ　７００、Ｍｏｎａｒｃｈ８００、Ｍｏｎａｒ
ｃｈ８８０、Ｍｏｎａｒｃｈ９００、Ｍｏｎａｒｃｈ１０００、Ｍｏｎａｒｃｈ１１００
、Ｍｏｎａｒｃｈ１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ１４００等が、デグサ社製のＣｏｌｏｒ　Ｂ
ｌａｃｋ　ＦＷ１、同ＦＷ２、同ＦＷ２Ｖ、同ＦＷ１８、同ＦＷ２００、同Ｓ１５０、同
Ｓ１６０、同Ｓ１７０、Ｐｒｉｎｔｅｘ　３５、同Ｕ、同Ｖ、同１４００Ｕ、Ｓｐｅｃｉ
ａｌ　Ｂｌａｃｋ　６、同５、同４、同４Ａ、ＮＩＰＥＸ１５０、ＮＩＰＥＸ１６０、Ｎ
ＩＰＥＸ１７０、ＮＩＰＥＸ１８０等が挙げられる。
【００２８】
　またイエローインクに使用される顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
１、２、１２、１３、１４、１６、１７、７３、７４、７５、８３、９３、９５、９７、
９８、１０９、１１０、１１４、１２０、１２８、１２９、１３８、１５０、１５１、１
５４、１５５、１７４、１８０、１８５等が挙げられる。
【００２９】
　また、マゼンタインクに使用される顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
５、７、１２、４８（Ｃａ）、４８（Ｍｎ）、５７（Ｃａ）、５７：１、１１２、１２２
、１２３、１４６、１６８、１７６、１８４、１８５、２０２、２０９、等が挙げられる
。
【００３０】
　また、シアンインクに使用される顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１
、２、３、１５、１５：３、１５：４、１６、２２、６０、６３、６６等が挙げられる。
【００３１】
　また、白インクに使用される顔料の具体例としては、アルカリ土類金属の硫酸塩、炭酸
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塩、微粉ケイ酸、合成珪酸塩、等のシリカ類、ケイ酸カルシウム、アルミナ、アルミナ水
和物、酸化チタン、酸化亜鉛、タルク、クレイ等があげられる。また、前記無機白色顔料
が各種表面処理方法で表面処理されていてもよい。
【００３２】
　また、染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッド　ブラック１、２、７、１６、１７、
２４、２６、２８、３１、４１、４８、５２、５８、６０、６３、９４、１０７、１０９
、１１２、１１８、１１９、１２１、１２２、１３１、１５５、１５６；Ｃ．Ｉ．アシッ
ド　イエロー１、３、４、７、１１、１２、１３、１４、１７、１８、１９、２３、２５
、２９、３４、３８、４０、４１、４２、４４、４９、５３、５５、５９、６１、７１、
７２、７６、７８、７９、９９、１１１、１１４、１１６、１２２、１３５、１４２、１
６１、１７２、；Ｃ．Ｉ．アシッド　オレンジ７、８、１０、１９、２０、２４、２８、
３３、４１、４５、５１、５６、６４；Ｃ．Ｉ．アシッド　レッド１、４、６、８、１３
、１４、１５、１８、１９、２１、２６、２７、３０、３２、３４、３５、３７、４０、
４２、４４、５１、５２、５４、５７、８０、８２、８３、８５、８７、８８、８９、９
２、９４、９７、１０６、１０８、１１０、１１１、１１４、１１５、１１９、１２９、
１３１、１３３、１３４、１３５、１４３、１４３：１、１４４、１５２、１５４、１５
５、１７２、１７６、１８０、１８４、１８６、１８７、２４９、２５４、２５６、２８
９、３１７、３１８；Ｃ．Ｉ．アシッド　バイオレット７、１１、１５、３４、３５、４
１、４３、４９、５１、７５；Ｃ．Ｉ．アシッド　ブルー１、７、９、１５、２２、２３
、２５、２７、２９、４０、４１、４３、４５、４９、５１、５３、５５、５６、５９、
６２、７８、８０、８１、８３、９０、９２、９３、１０２、１０４、１１１、１１３、
１１７、１２０、１２４、１２６、１３８、１４５、１６７、１７１、１７５、１８３、
２２９、２３４、２３６、２４９；Ｃ．Ｉ．アシッド　グリーン３、９、１２、１６、１
９、２０、２５、２７、４１、４４；Ｃ．Ｉ．アシッド　ブラウン４、１４等の酸性染料
や、
【００３３】
　Ｃ．Ｉ．ベイシック　ブラック２．８；Ｃ．Ｉ．ベイシック　イエロー１、２、１１、
１２、１４、２１、３２、３６；Ｃ．Ｉ．ベイシック　オレンジ２、１５、２１、２２；
Ｃ．Ｉ．ベイシック　レッド１、２、９、１２、１３、３７；Ｃ．Ｉ．ベイシック　バイ
オレット１、３、７、１０、１４；Ｃ．Ｉ．ベイシック　ブルー１、３、５、７、９、２
４、２５、２６、２８、２９；Ｃ．Ｉ．ベイシック　グリーン１、４；ベイシック　ブラ
ウン１、１２等の塩基性染料や、
【００３４】
　Ｃ．Ｉ．ダイレクト　ブラック２、４、９、１１、１４、１７、１９、２２、２７、３
２、３６、３８、４１、４８、４９、５１、５６、６２、７１、７４、７５、７７、７８
、８０、１０５、１０６、１０７、１０８、１１２、１１３、１１７、１３２、１４６、
１５４、１６８、１７１、１９４；Ｉ．Ｃ．ダイレクト　イエロー１、２、４、８、１１
、１２、２４、２６、２７、２８、３３、３４、３９、４１、４２、４４、５０、５１、
５８、７２、８５、８６、８７、８８、９８、１００、１１０、１２７、１３５、１４１
、１４２、１４４；Ｃ．Ｉ．ダイレクト　オレンジ６、８、１０、２６、２９、４１、４
９、５２、１０２；Ｃ．Ｉ．ダイレクト　レッド１、２、４、８、９、１１、１３、１５
、１７、２０、２３、２４、２８、３１、３３、３７、３９、４４、４６、４７、４８、
５１、５９、６２、６３、７３、７５、７７、８０、８１、８３、８４、８５、８７、８
９、９０、９４、９５、９９、１０１、１０８、１１０、１４５、１８９、１９７、２２
０、２２４、２２５、２２６、２２７、２３０、２５０、２５４、２５６、２５７；Ｃ．
Ｉ．ダイレクト　バイオレット１、７、９、１２、３５、４８、５１、９０、９４；Ｃ．
Ｉ．ダイレクト　ブルー１、２、６、８、１５、２２、２５、３４、６９、７０、７１、
７２、７５、７６、７８、８０、８１、８２、８３、８６、９０、９８、１０６、１１０
、１１０、１２０、１２３、１５８、１６３、１６５、１９２、１９３、１９４、１９５
、１９６、１９９、２００、２０１、２０２、２０３、２０７、２１８、２３６、２３７
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、２３９、２４６、２５８、２８７；ダイレクト　グリーン１、６、８、２８、３３、３
７、６３、６４；Ｃ．Ｉ．ダイレクト　ブラウン１Ａ、２、６、２５、２７、４４、５８
、９５、１０、１０１、１０６、１１２、１７３、１９４、１９５、２０９、２１０、２
１１等の直接染料や、
【００３５】
　Ｃ．Ｉ．リアクテブ　ブラック１、３、５、６、８、１２、１４；Ｃ．Ｉ．リアクテブ
　イエロー１、２、３、１３、１４、１５、１７；Ｃ．Ｉ．リアクテブ　オレンジ２、５
、７、１６、２０、２４；、リアクテブ　レッド６、７、１１、１２、１５、１７、２１
、２３、２４、３５、３６、４２、６３、６６、８４、１８４；Ｃ．Ｉ．リアクテブ　バ
イオレット２、４、５、８、９；Ｃ．Ｉ．リアクテブ　ブルー２、５、７、１２、１３、
１４、１５、１７、１８、１９、２０、２１、２５、２７、２８、３７、３８、４０、４
１；Ｃ．Ｉ．リアクテブ　グリーン５、７；リアクテブ　ブラウン１、７、１６等の反応
性染料や、
【００３６】
　Ｃ．Ｉ．フード　ブラック１、２；Ｃ．Ｉ．フード　イエロー３、４、５；Ｃ．Ｉ．フ
ード　レッド２、３、７、９、１４、５２、８７、９２、９４、１０２、１０４、１０５
、１０６；Ｃ．Ｉ．フード　バイオレット２；Ｃ．Ｉ．フード　ブルー１、２；Ｃ．Ｉ．
フード　グリーン２、３等の食品用色素等が挙げられる。
【００３７】
　本発明においては、顔料表面に水分散性付与基を有し、分散剤が無くとも安定に分散状
態が維持できる、いわゆる自己分散型顔料（表面処理顔料）でも良いし、顔料表面の全体
をポリマーで被覆し、これにより分散剤が無くとも安定に分散状態が維持できる、いわゆ
るカプセル顔料（水分散性ポリマー包含顔料）でも良いし、分散剤により分散された顔料
を使用してもよい。
　前記顔料の平均粒子径は、通常インクジェットインクに使用される粒径であることが好
ましく、具体的には５０～５００ｎｍが好ましく、カラーインクに関しては５０～３００
ｎｍがより好ましい。
【００３８】
　前記顔料は、公知慣用の顔料分散剤やバインダーを使用して水に分散してもよいし、界
面活性剤を使用してもよい。
　前記顔料分散剤としては水性樹脂がよく、好ましい例としては、ポリビニルアルコール
類、ポリビニルピロリドン類、アクリル酸－アクリル酸エステル共重合体などのアクリル
系樹脂、スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－
メタクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル
酸共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル酸－アクリル酸エステル共重合体
などのスチレン－アクリル樹脂、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－無水マレイ
ン酸共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、及び該水性樹脂の塩が挙げられ
る。
　前記共重合体の塩を形成するための化合物としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウ
ム、水酸化リチウムなどの水酸化アルカリ金属類、およびジエチルアミン、アンモニア、
エチルアミン、トリエチルアミン、プロピルアミン、イソプロピルアミン、ジプロピルア
ミン、ブチルアミン、イソブチルアミン、トリエタノールアミン、ジエタノールアミン、
アミノメチルプロパノール、モルホリンなどが挙げられる。これらの塩を形成するための
化合物の使用量は、前記共重合体の中和当量以上であることが好ましい。
また市販品を使用することも勿論可能である。市販品としては、味の素ファインテクノ（
株）製品）のアジスパーＰＢシリーズ、ビックケミー・ジャパン（株）のＤｉｓｐｅｒｂ
ｙｋシリーズ、ＢＹＫ－シリーズ、チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製のＥＦＫＡ
シリーズ等を使用できる。
【００３９】
（第１のインク　水溶性溶媒及び／または水）
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　本発明で使用する水溶性溶媒及び／または水は、水単独で使用してもよいし、水と水溶
性溶媒からなる混合溶媒でもよい。水溶性溶媒としては、例えば、アセトン、メチルエチ
ルケトン、メチルブチルケトン、メチルイソブチルケトン、等のケトン類；メタノール、
エタノール、２－プロパノール、２－メチル－１－プロパノール、１－ブタノール、２－
メトキシエタノール、等のアルコール類；テトラヒドロフラン、１，４－ジオキサン、１
，２－ジメトキシエタン、等のエーテル類；ジメチルホルムアミド、Ｎ－メチルピロリド
ン、等のアミド類が挙げられ、とりわけ炭素数が３～６のケトン及び炭素数が１～５のア
ルコールからなる群から選ばれる化合物を用いるのが好ましい。
【００４０】
（第１のインクの製造方法）
　本発明で使用する第１のインクは、前記顔料の分散液（顔料ペースト）を作成し、それ
を水で希釈し、前記ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂を加え、必要
に応じて湿潤剤（乾燥抑止剤）、浸透剤、あるいはその他の添加剤を添加して、インクを
調製することができる。
【００４１】
（顔料ペースト）
　前記顔料ペーストを調製する方法としては、下記の方法を採用することができる。
（１）顔料分散剤及び水を含有する水性媒体に、顔料を添加した後、攪拌・分散装置を用
いて顔料を該水性媒体中に分散させることにより、顔料ペーストを調製する方法。
（２）顔料、及び顔料分散剤を２本ロール、ミキサー等の混練機を用いて混練し、得られ
た混練物を、水を含む水性媒体中に添加し、攪拌・分散装置を用いて顔料ペーストを調製
する方法。
（３）メチルエチルケトン、テトラヒドロフラン等のような水と相溶性を有する有機溶剤
中に顔料分散剤を溶解して得られた溶液に顔料を添加した後、攪拌・分散装置を用いて顔
料を有機溶液中に分散させ、次いで水性媒体を用いて転相乳化させた後、前記有機溶剤を
留去し顔料ペーストを調製する方法。
【００４２】
　混練機としては、特に限定されることなく、例えば、ヘンシェルミキサー、加圧ニーダ
ー、バンバリーミキサー、プラネタリーミキサーなどがあげられる。また、攪拌・分散装
置としても特に限定されることなく、例えば、超音波ホモジナイザー、高圧ホモジナイザ
ー、ペイントシェーカー、ボールミル、ロールミル、サンドミル、サンドグラインダー、
ダイノーミル、ディスパーマット、ＳＣミル、ナノマイザー等を挙げられる。
これらのうちの１つを単独で用いてもよく、２種類以上装置を組み合わせて用いてもよい
。
【００４３】
　前記顔料ペーストに占める顔料量は５～６０質量％であることが好ましく、１０～５０
質量％であることがより好ましい。顔料量が５質量％より少ない場合は、前記顔料ペース
トから調製した水性インクの着色が不充分であり、充分な画像濃度が得られない傾向にあ
る。また、逆に６０質量％よりも多い場合は、顔料ペーストにおいて顔料の分散安定性が
低下する傾向がある。
【００４４】
　また、インクの調製例の際には、粗大粒子が、ノズル詰まり、その他の画像特性を劣化
させる原因になるため、インク調製後に、遠心分離、あるいは濾過処理等により粗大粒子
を除去することが好ましい。
【００４５】
（湿潤剤）
　前記湿潤剤は、インクの乾燥防止を目的として添加する。乾燥防止を目的とする湿潤剤
のインク中の含有量は３～５０質量％であることが好ましい。
　本発明で使用する湿潤剤としては特に限定はないが、水との混和性がありインクジェッ
トプリンターのヘッドの目詰まり防止効果が得られるものが好ましい。例えば、グリセリ
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ン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、分子量２０
００以下のポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、
トリプロピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、イソプロピレングリコール
、イソブチレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，５
－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、メソエリスリトール、ペンタエリスリ
トール、等が挙げられる。中でも、プロピレングリコール、１，３－ブタンジオールを含
むことが安全性を有し、かつインク乾燥性、吐出性能に優れた効果が見られる。
【００４６】
（浸透剤）
　前記浸透剤は、被記録媒体への浸透性改良や記録媒体上でのドット径調整を目的として
添加する。浸透剤としては、例えばエタノール、イソプロピルアルコール等の低級アルコ
ール、エチレングリコールヘキシルエーテルやジエチレングリコールブチルエーテル等の
アルキルアルコールのエチレンオキシド付加物やプロピレングリコールプロピルエーテル
等のアルキルアルコールのプロピレンオキシド付加物等が挙げられる。
　インク中の浸透剤の含有量は０．０１～１０質量％であることが好ましい。
【００４７】
（界面活性剤）
　前記界面活性剤は、表面張力等のインク特性を調整するために添加する。このために添
加することのできる界面活性剤は特に限定されるものではなく、各種のアニオン性界面活
性剤、ノニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤などが挙げられ、
これらの中では、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤が好ましい。
【００４８】
　アニオン性界面活性剤としては、例えば、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルフ
ェニルスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、高級脂肪酸塩、高級脂肪酸エス
テルの硫酸エステル塩、高級脂肪酸エステルのスルホン酸塩、高級アルコールエーテルの
硫酸エステル塩及びスルホン酸塩、高級アルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルカルボン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、アルキル
リン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩等が挙げられ、これらの具体例
として、ドデシルベンゼンスルホン酸塩、イソプロピルナフタレンスルホン酸塩、モノブ
チルフェニルフェノールモノスルホン酸塩、モノブチルビフェニルスルホン酸塩、ジブチ
ルフェニルフェノールジスルホン酸塩などを挙げることができる。
【００４９】
　ノニオン性界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソルビ
タン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
ンソルビトール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセ
リン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、脂肪酸アルキロールアミ
ド、アルキルアルカノールアミド、アセチレングリコール、アセチレングリコールのオキ
シエチレン付加物、ポリエチレングリコールポリプロピレングリコールブロックコポリマ
ー、等を挙げることができ、これらの中では、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテ
ル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンドデシルフェニ
ルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル
、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸ア
ルキロールアミド、アセチレングリコール、アセチレングリコールのオキシエチレン付加
物、ポリエチレングリコールポリプロピレングリコールブロックコポリマーが好ましい。
【００５０】
　その他の界面活性剤として、ポリシロキサンオキシエチレン付加物のようなシリコーン
系界面活性剤；パーフルオロアルキルカルボン酸塩、パーフルオロアルキルスルホン酸塩
、オキシエチレンパーフルオロアルキルエーテルのようなフッ素系界面活性剤；スピクリ
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スポール酸、ラムノリピド、リゾレシチンのようなバイオサーファクタント等も使用する
ことができる。
【００５１】
　これらの界面活性剤は、単独で用いることもでき、又２種類以上を混合して用いること
もできる。また、界面活性剤の溶解安定性等を考慮すると、そのＨＬＢは、７～２０の範
囲であることが好ましい。界面活性剤を添加する場合は、その添加量はインクの全質量に
対し、０．００１～２質量％の範囲が好ましく、０．００１～１．５質量％であることが
より好ましく、０．０１～１質量％の範囲であることがさらに好ましい。界面活性剤の添
加量が０．００１質量％未満の場合は、界面活性剤添加の効果が得られない傾向にあり、
２質量％を超えて用いると、画像が滲むなどの問題を生じやすくなる。
【００５２】
　また、必要に応じて防腐剤、粘度調整剤、ｐＨ調整剤、キレート化剤、可塑剤、酸化防
止剤、紫外線吸収剤等を添加することができる。
【００５３】
　前記顔料ペーストから調製するインクジェット記録用インクに占める顔料量は、充分な
画像濃度を得る必要性と、インク中での顔料の分散安定性を確保するために、１～２０質
量％であることが好ましい。
【００５４】
　本発明において第１のインクの表面張力は、２０ｍＮ／ｍ以上６０ｍＮ／ｍ以下である
ことが好ましい。より好ましくは、２０ｍＮ以上４５ｍＮ／ｍ以下であり、更に好ましく
は、２０ｍＮ／ｍ以上４０ｍＮ／ｍ以下である。表面張力が２０ｍＮ／ｍ未満となるとノ
ズル面に液体が溢れ出し、正常に印字できない場合がある。一方、６０ｍＮ／ｍを超える
と非吸収基材でのはじきが発生し易い傾向がある。   
【００５５】
　本発明において第１のインクの粘度は、１．２ｍＰａ・ｓ以上２０．０ ｍＰａ・ｓ以
下であることが好ましく、より好ましくは２．０ ｍＰａ・ｓ以上 １５．０ｍＰａ・ｓ未
満、更に好ましくは３．０ｍＰａ・ｓ以上 １２．０ ｍＰａ・ｓ未満である。粘度がこの
範囲において、優れた吐出性と、長期間にわたる良好な噴射性の維持が達成できる。
　第１のインクの表面張力や粘度は、含有する界面活性剤や水溶性溶媒の種類や添加量を
調製するにより上記の好ましい範囲に維持することができる。  
【００５６】
（第２のインク　ジアリルアミン系ポリマー）
　本発明で使用する第２のインクは、ジアリルアミン系ポリマーを含む。
　ジアリルアミン系ポリマーは具体的には、ジアリルアミンを必須モノマーとして単重合
または他のモノマーと共重合させて得る重量平均分子量９００～２０，０００のポリマー
であり、具体的には、下記一般式（１）～（２）で表される繰り返し単位を１つもしくは
複数有するポリマーである。
【００５７】
　本発明に用いるジアリルアミンは、一般式（１）に示したように、Ｎ－置換又は無置換
のジアリルアミンの付加塩を意味する。具体的には、無置換－ジアリルアミン（以下、単
にジアリルアミンと記載することもある）、Ｎ－メチルジアリルアミン、Ｎ－エチルジア
リルアミン、Ｎ－プロピルジアリルアミン、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ジアリルアミ
ン、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）ジアリルアミン、Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）
ジアリルアミンなどの付加塩を例示することができる。該付加塩としては、例えば塩酸塩
、臭化水素酸塩、硫酸塩、亜硫酸塩、リン酸塩などが挙げられる。
　ジアリルアミン系ポリマーは、例えば、ジアリルアミン無機酸塩（例えば塩酸塩）の重
合によって得られるアリルアミン無機酸塩重合体に水酸化ナトリウムのような強塩基を加
えて脱酸して製造する。脱酸の際に副生する塩（例えば食塩）は透析のような手段によっ
て除去することができる。
　また、脱酸する前の、一般式（２）で表されるジアリルアミン無機酸塩重合体をそのま
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ま使用することもできる。無機酸としては、塩酸、酢酸、硫酸、リン酸等が好ましい。
また、ジアリルアミン無機酸塩に代えてジアリルアミン有機酸塩（例えば、酢酸塩）を使
用することもできる。有機酸としては、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、クエン酸等が上げら
れ、酢酸、クエン酸等が好ましい。
【００５８】
【化１】

【００５９】
【化２】

【００６０】
　一般式（１）中、Ｒ３は水素原子または水酸基を有していてもよい炭素原子数１～１０
のアルキル基または炭素原子数７～１０のアラルキル基を示す。
　また、一般式（２）中、Ｒ７～Ｒ８は各々独立してＤ－と対になる陽イオン成分(水素
、アルカリ金属、アルカリ土類金属、または価数＋１～＋７の遷移金属)を表し、Ｄ２

－

はマイナス価の陰イオンを示す。
　また、一般式（１）～（２）中、ｍまたはｎは、繰り返し数を表す。
【００６１】
　ジアリルアミン系ポリマーの重量平均分子量は、以下のように定義するものとする。
〈ジアリルアミン系ポリマーの重量平均分子量の測定〉   
　ジアリルアミン系ポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、日立Ｌ－６０００型高速液体
クロマトグラフを使用し、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によ
って測定した。溶離液流路ポンプは日立Ｌ－６０００、検出器はショーデックスＲＩ Ｓ
Ｅ－６１示差屈折率検出器、カラムはアサヒパックの水系ゲル濾過タイプのＧＳ－２２０
ＨＱ（排除限界分子量３，０００）とＧＳ－６２０ＨＱ（排除限界分子量２００万）とを
ダブルに接続したものを用いた。サンプルは溶離液で０．５ｇ／１００ｍｌの濃度に調整
し、２０μｌを用いた。溶離液には、０．４ｍｏｌ／Ｌの塩化ナトリウム水溶液を使用し
た。カラム温度は３０℃で、流速は１．０ｍｌ／分で実施した。標準サンプルとして分子
量１０６、１９４、４４０、６００、１４７０、４１００、７１００、１０３００、１２
６００、２３０００などのポリエチレングリコールを用いて較正曲線を求め、その較正曲
線を基に共重合体の重量平均分子量（Ｍｗ）を求めた。  
　重量平均分子量は、中でも１，０００～２０，０００が好ましく、１，０００～１５，
０００がより好ましい。
【００６２】
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　ジアリルアミン系ポリマーは、ジアリルアミン等のモノマーを公知のラジカル重合法等
により重合させて得たものを使用してもよい。またその際、共重合成分、例えばアクリル
アミド、メタクリルアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシ
エチルエステル、（メタ）アクリル酸メチルエステル、（メタ）アクリル酸エチルエステ
ル、（メタ）アクリル酸ブチルエステル、二酸化硫黄等を共重合させてもよい。共重合方
法としては公知のラジカル重合法等を用いることができる。
　また市販品を使用してもよい。市販品としては、例えばニットーボーメディカル(株)製
「ＰＡＳ」シリーズ、センカ(株)製「ユニセンスＫＣＡ」シリーズが挙げられる。
【００６３】
　前記ジアリルアミン系ポリマーは、第２のインクの溶媒である水溶性溶媒及び／または
水中で分散するものである。その分散した樹脂粒子の平均粒子径としては、安定した吐出
性を確保しやすいとの観点から、５ｎｍ～１０００ｎｍであることが好ましく、より好ま
しくは１０ｎｍ～４００ｎｍである。
【００６４】
　前記ジアリルアミン系ポリマーは、前記第２のインク中、固形分に換算して１重量％～
５０重量％含むことが好ましく、３重量％～３０重量％の範囲がなお好ましく、３～１０
重量％の範囲が最も好ましい。１重量％未満では硬化が十分に得られない問題があり、５
０重量％超える量では吐出安定性が劣り、画像鮮明性が低下するおそれがある。
【００６５】
　本発明で使用する第２のインクは、前記第１のインクで使用する色材や、湿潤剤（乾燥
抑止剤）、浸透剤、あるいはその他の添加剤を適宜添加してインクを調製することができ
る。
　第２のインクの表面張力は、２０ｍＮ／ｍ以上６０ｍＮ／ｍ以下であることが好ましい
。より好ましくは、２０ｍＮ以上４５ｍＮ／ｍ以下であり、更に好ましくは、２０ｍＮ／
ｍ以上４０ｍＮ／ｍ以下である。表面張力が２０ｍＮ／ｍ未満となるとノズル面に液体が
溢れ出し、正常に印字できない場合がある。一方、６０ｍＮ／ｍを超えると記録媒体への
浸透性の低下、はじきが発生することから画像再現性が劣る傾向がある。
【００６６】
　第２インクの粘度は、１．２ｍＰａ・ｓ以上２０．０ ｍＰａ・ｓ以下であることが好
ましく、より好ましくは２．０ ｍＰａ・ｓ以上 １５．０ｍＰａ・ｓ未満、更に好ましく
は３．０ｍＰａ・ｓ以上 １２．０ ｍＰａ・ｓ未満である。粘度がこの範囲において、優
れた吐出性と、長期間にわたる良好な噴射性の維持が達成できる。   
　第２のインクの表面張力や粘度は、含有する界面活性剤や水溶性溶媒の種類や添加量を
調整することにより上記の好ましい範囲に維持することができる。  
【００６７】
（インクセット）
　本発明のインクジェット記録用水性インクセットは、少なくとも前記第１のインクと第
２のインクとを含むものであり、これら前記第１のインクと、第２のインクとが互いに接
するように非吸収性基材上に付与され、画像が形成されることになる。 
【００６８】
（非吸収基材）
　本発明で用いる非吸収基材であるプラスチックフィルムとしては、例えば食品用の包装
材料に使用されているもの等を使用することができ、公知のプラスチックフィルムが使用
できる。具体例としては、ポリエチレンテレフタレートやポリエチレンナフタレート等の
ポリエステルフィルム、ポリエチレンやポリプロピレン等のポリオレフィンフィルム、ナ
イロン等のポリアミド系フィルム、ポリスチレンフィルム、ポリビニルアルコールフィル
ム、ポリ塩化ビニルフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポリアクリロニトリルフィル
ム、ポリ乳酸フィルム等の生分解性フィルム等が挙げられる。特にポリエステルフィルム
、ポリオレフィンフィルム、ポリアミド系フィルムが好ましく、さらにポリエチレンテレ
フタレート、ポリプロピレン、ナイロンが好ましい。またバリア性を付与するためのポリ
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塩化ビニリデン等のコーティングをした上記フィルムでもよいし、必要に応じてアルミニ
ウム等の金属、あるいはシリカやアルミナ等の金属酸化物の蒸着層を積層したフィルムを
併用してもよい。
【００６９】
　前記プラスチックフィルムは、未延伸フィルムであってもよいが、１軸もしくは２軸方
向に延伸されたものが好ましい。さらにフィルムの表面は、未処理であってもよいが、コ
ロナ放電処理、オゾン処理、低温プラズマ処理、フレーム処理、グロー放電処理等、接着
性を向上させるための各種処理を施したものが好ましい。
　前記プラスチックフィルムの膜厚は用途に応じて適宜変更されるが、例えば軟包装用途
である場合は、柔軟性と耐久性、耐カール性を有しているものとして、膜厚が１０μｍ～
１００μｍであることが好ましい。より好ましくは１０μｍ～３０μｍである。
【００７０】
　本発明のインクジェット記録用水性インクセットは、通常のインクジェット記録装置は
勿論、インクのドライングを制御するためのヒーター等を搭載した記録装置、または、中
間体転写機構を搭載し、中間体に記録材料を印字した後、非吸収基材等の記録媒体に転写
する記録装置等においても用いることもできる。
　インクジェット記録方式としては、従来公知の方式がいずれも使用できる。例えば圧電
素子の振動を利用して液滴を吐出させる方法（電歪素子の機械的変形によりインク滴を形
成するインクジェットヘッドを用いた記録方法）や熱エネルギーを利用する方法が挙げら
れる。 
【００７１】
　本発明の方法においては、前記第１のインクと第２のインクとを、互いに接するように
非吸収基材上に付与するに際して、その付与する順には特に制限はなく、第１のインクの
付与後に第２のインクを付与してもよく、第２のインクの付与後に第１のインクを付与し
てもよく、同時に付与してもよい。   
【００７２】
　１画素を形成するために付与される前記第１のインクと第２のインクの付与量は、必ず
しも等量でなくてもよいが、質量比で１：１０～１０：１の範囲内となるようにインクを
付与することが好ましい態様である。   
【実施例】
【００７３】
　以下、実施例により、本発明をさらに詳しく説明するが、本発明は、下記実施例に何ら
制限されるものではない。なお、以下実施例中にある部とは、質量部を表す。
【００７４】
（調製例　シアンインク）
　ＤＩＣ（株）製のシアン顔料「ＦＡＮＴＯＧＥＮ　ＢＬＵＥ　ＦＳＪ－ＳＤ」２０部、
顔料分散剤としてビックケミー・ジャパン（株）社製の「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１９０」
３０部、イソプロピルアルコール５部、純水４５部を攪拌混合した。次にビーズミルを用
いて練肉分散した後、遠心分離機にかけて粗大粒子を取り除き、純水を加えて、顔料濃度
１５質量％に調製したシアン顔料分散液を得た。当該シアン顔料分散液を２７部、樹脂部
（固形分）３部、プロピレングリコール１５部、１．３－ブタンジオール１０部、サーフ
ィノール４４０　０．５部、純水　残量、を混合し　該混合液を０．５μｍのフィルター
で濾過して、シアンインク（Ｃ－１）～（Ｃ－７）および（ＨＣ－８）を得た。
【００７５】
（調製例　イエローインク）
　クラリアントジャパン（株）製のイエロー顔料「ＮＯＶＯＰＥＲＭ　ＹＥＬＬＯＷ　４
Ｇ―０１」２０部、顔料分散剤としてビックケミー・ジャパン（株）社製の「Ｄｉｓｐｅ
ｒｂｙｋ－１９０」３０部、イソプロピルアルコール５部、純水４５部を攪拌混合した。
次にビーズミルを用いて練肉分散した後、遠心分離機にかけて粗大粒子を取り除き、純水
を加えて、顔料濃度１５質量％に調製したイエロー顔料分散液を得た。
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　当該イエロー顔料分散液を３４部、樹脂部（固形分）３部、プロピレングリコール１５
部、１．３－ブタンジオール１０部、サーフィノール４４０　０．５部、純水　残量、を
混合し　該混合液を０．５μｍのフィルターで濾過して、イエローインク（Ｙ－１）～（
Ｙ－６）を得た。
【００７６】
（調製例　マゼンタインク）
　ＢＡＳＦ（株）製のマゼンタ顔料「Ｉｒｇａｚｉｎ　Ｍａｇｅｎｔａ　　２０１２」２
０部、顔料分散剤としてビックケミー・ジャパン（株）社製の「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１
９０」３０部、イソプロピルアルコール５部、純水４５部を攪拌混合した。次にビーズミ
ルを用いて練肉分散した後、遠心分離機にかけて粗大粒子を取り除き、純水を加えて、顔
料濃度１５質量％に調製したマゼンタ顔料分散液を得た。
　当該マゼンタ顔料分散液を４７部、樹脂部（固形分）３部、プロピレングリコール１５
部、１．３－ブタンジオール１０部、サーフィノール４４０　０．５部、純水（残量）、
を混合し　該混合液を０．５μｍのフィルターで濾過して、マゼンタインク（Ｍ－１）～
（Ｍ－７）および（ＨＭ－８）を得た。
【００７７】
（調製例　ブラックインク）
　三菱化学（株）製のブラック顔料「カーボンブラック＃９６０」２０部、顔料分散剤と
してビックケミー・ジャパン（株）社製の「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１９０」３０部、イソ
プロピルアルコール５部、純水４５部を攪拌混合した。次にビーズミルを用いて練肉分散
した後、遠心分離機にかけて粗大粒子を取り除き、純水を加えて、顔料濃度１５質量％に
調製したブラック顔料分散液を得た。
　当該ブラック顔料分散液を３０部、樹脂部（固形分）３部、プロピレングリコール１５
部、１．３－ブタンジオール１０部、サーフィノール４４０　０．５部、純水（残量）、
を混合し　該混合液を０．５μｍのフィルターで濾過して、ブラックインク（Ｋ－１）～
（Ｋ－７）および（ＨＫ－８）を得た。
【００７８】
各々の組成を表１～表９に示す。
【００７９】
（第２のインク調製例）
表１０、１１の組成に従い、第２のインクを調製した。
【００８０】
　表１～１１中の記載物質等の詳細は以下の通りである。特に表記がないものは、試薬を
そのまま用いた。
アプトロックＢＷ－５５５０（商品名）：オレフィン系エマルション（三菱化学(株)製、
ｐＨ：８、酸価：１８ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分３０％）
ハードレンＮＡ－３００２（商品名）：オレフィン系エマルション（東洋紡績(株)製、ｐ
Ｈ：８、酸価：３３ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分３０％）
バイロナールＭＤ－２０００：ポリエステル系エマルション（東洋紡績（株）製、ｐＨ：
６、固形分４０％）
アローベースＴＣ－４０１０（商品名）：ポリオレフィン系エマルション（ユニチカ(株)
製、ｐＨ：１０、酸価：２３ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分２５％）
アローベースＣＢ－１２００（商品名）：変性ポリオレフィン樹脂エマルション（ユニチ
カ(株)製、ｐＨ：３、酸価：２２ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分２３％）
ハイドランＡＰ－４０Ｆ（商品名）：ポリエステル系ウレタンエマルション（ＤＩＣ（株
）製、ｐＨ：７、　酸価：２５ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分２２％）
ボンコートＷＫＡ－５６５（商品名）：ポリエーテル系水性ウレタンエマルション（ＤＩ
Ｃ（株）製、ｐＨ：９、酸価：１６ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分３６％）
ジョンクリル７８０（商品名）：アクリル系水性エマルション（ＢＡＳＦ（株）製、ｐＨ
：８、酸価：４６ｍｇＫＯＨ／ｇ、固形分４８％）
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サーフィノール４４０（商品名）：エアープロダクツジャパン（株）製
ＰＡＳ―２１（商品名）：ジアリルアミン重合体（ニットーボーメディカル（株）製）、
分子量４，０００、濃度：１５％、ｐＨ：１１
ＰＡＳ－Ｍ－１Ｌ（商品名）：メチルジアリルアミン塩酸塩重合体（ニットーボーメディ
カル（株）製、）、分子量５，０００、濃度：２５％、ｐＨ：２～３
ＰＡＳ－９２Ａ（商品名）：ジアリルアミン酢酸塩・二酸化硫黄共重合体、（ニットーボ
ーメディカル（株）製）、分子量５，０００濃度：２０％、ｐＨ：５～６
ＰＡＡ－０１（商品名）：アリルアミン重合体（ニットーボーメディカル（株）製）、分
子量１，６００、濃度１５％、ｐＨ：１１
ＰＡＡ－１１１２（商品名）：アリルアミン・ジメチルアリルアミン共重合体（ニットー
ボーメディカル（株）製、）分子量１，０００、濃度：１５％、ｐＨ：１１
ユニセンスＫＣＡ－１０１ＬＵ（商品名）：ジアリルアミン酢酸塩・アクリルアミド重合
物、（センカ(株)製）、分子量１５，０００、濃度：３９％、ｐＨ：５
ユニセンスＫＣＡ－１０２ＬＵ（商品名）：ジアリルアミンクエンサン塩・アクリルアミ
ド重合物、（センカ(株)製）、分子量１３，０００、濃度：５０％、ｐＨ：３
【００８１】
【表１】

【００８２】
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【表２】

【００８３】
【表３】

【００８４】
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【表４】

【００８５】
【表５】
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【００８６】
【表６】

【００８７】
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【表７】

【００８８】
【表８】
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【００８９】
【表９】

＊＊＊　　測定不可能もしくは定量下限以下

【００９０】
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【００９１】
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【表１１】

【００９２】
（酸価の測定方法）
　酸価の測定はＪＩＳのＫ００７０に準拠した方法で測定した。なお本発明では、測定用
溶剤として以下に示す溶剤を用いた。
　上記樹脂水溶液を乾燥固化した樹脂１０ｇを３００ｍｌの三角フラスコに秤量し、エタ
ノール：ベンゼン＝１：２の混合溶媒約５０ｍｌ加えて樹脂を溶解する。次いで、フェノ
ールフタレイン指示薬を用い、あらかじめ標定された０．１ｍｏｌ／Ｌの水酸化カリウム
エタノール溶液で滴定し、滴定に用いた水酸化カリウムエタノール溶液の量から、計算式
（１）に従い酸価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）を求める。
【００９３】

【数１】

【００９４】
　式中、Ａは樹脂の酸価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）、Ｂは滴定に用いた０．１ｍｏｌ／Ｌ水酸化
カリウムエタノール溶液の量（ｍｌ）、ｆは０．１ｍｏｌ／リットル水酸化カリウムエタ
ノール溶液のファクター、Ｓは、樹脂の質量（ｇ）、５．６１１は、水酸化カリウムの式
量の１／１０の値（５６．１１／１０）である。　　
【００９５】
　なお樹脂によって、エタノール：ベンゼン＝１：２の混合溶媒約５０ｍｌに溶解しない
ものは、エタノール５０ｍｌ、あるいは、エタノール／純水＝１：１の混合溶媒約５０ｍ
ｌのどちらか溶解するほうを選択して、他は同じ操作にて滴定を行う。　　　
【００９６】
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（水酸基価の測定方法）
　水酸基価の測定はＪＩＳのＫ００７０に準拠した方法で測定した。本発明では、測定用
溶剤として以下に示す溶剤を用いた。　　　
　上記樹脂水溶液を乾燥固化した樹脂３ｇを１００ｍｌの三角フラスコに秤量し、無水酢
酸溶液１０．０ｍｌを加え１５分攪拌する。水２ｍｌ、ピリジン＋水（３＋１）１０．０
ｍｌ加え５分攪拌する。ピリジン１０．０ｍｌを加え、０．５ｍｏｌ／ｌ水酸化カリウム
　エタノール水溶液で滴定を行い、計算式（２）に従い水酸基価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）を求
めた。
【００９７】
【数２】

【００９８】
　式中、Ａは樹脂の水酸基価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）、Ｂはブランク値、Ｃは滴定に用いた０
．５ｍｏｌ／ｌ水酸化カリウム　エタノール水溶液の量（ｍｌ）、ｆは滴定液のファクタ
ー、Ｄは濃度換算係数、Ｅは単位換算係数、Ｓは試料採取量である。
【００９９】
（Ｔｇ（ガラス転移温度）の測定方法）
　ＤＳＣ測定は、デュポン社製　熱分析装置ＤＳＣ１０を用い、ＪＩＳ７１２２に準じて
、昇温速度５℃／分にて測定した。
【０１００】
（ヒドロキシル基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂等の重量平均分子量（Ｍｗ）
の測定方法）
　ヒドロキシル基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂等のＭｗは、下記の条件でＧ
ＰＣ測定により求めた。
［ＧＰＣ測定条件］
測定装置：東ソー株式会社製「ＨＬＣ－８２２０　ＧＰＣ」、
カラム：東ソー株式会社製ガードカラム「ＳｕｐｅｒＨＺ－Ｌ」（内径４．６ｍｍ×２ｃ
ｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ４０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ３０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ２０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
＋東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺ１０００」（内径４．６ｍｍ×１５
ｃｍ）
測定条件：カラム温度　４０℃
　　　　　流速　０．３５ｍｌ／分
試料：樹脂水溶液を乾燥固化し、樹脂固形分換算で０．５質量％のテトラヒドロフラン（
ＴＨＦ）溶液をマイクロフィルターでろ過したもの（１０μｌ）。
校正曲線：単分散標準ポリスチレンＳＴＫ　ｓｔａｎｄａｒｄポリスチレン（東ソー株式
会社製）分子量４００００００～２５０までのサンプルによる校正曲線を使用した。
【０１０１】
（ジアリルアミン系ポリマー等の重量平均分子量（Ｍｗ）の測定方法）
　ジアリルアミン系ポリマーの重量平均分子量は、以下のように定義するものとする。
〈ジアリルアミン系ポリマーの重量平均分子量の測定〉   
　ジアリルアミン系ポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、日立Ｌ－６０００型高速液体
クロマトグラフを使用し、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によ
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って測定した。溶離液流路ポンプは日立Ｌ－６０００、検出器はショーデックスＲＩ Ｓ
Ｅ－６１示差屈折率検出器、カラムはアサヒパックの水系ゲル濾過タイプのＧＳ－２２０
ＨＱ（排除限界分子量３，０００）とＧＳ－６２０ＨＱ（排除限界分子量２００万）とを
ダブルに接続したものを用いた。サンプルは溶離液で０．５ｇ／１００ｍｌの濃度に調製
し、２０μｌを用いた。溶離液には、０．４ｍｏｌ／Ｌの塩化ナトリウム水溶液を使用し
た。カラム温度は３０℃で、流速は１．０ｍｌ／分で実施した。標準サンプルとして分子
量１０６、１９４、４４０、６００、１４７０、４１００、７１００、１０３００、１２
６００、２３０００などのポリエチレングリコールを用いて較正曲線を求め、その較正曲
線を基に共重合体の重量平均分子量（Ｍｗ）を求めた。  
【０１０２】
（実施例１～１１２、比較例１～４）
　２５６ノズル×２列のピエゾ型インクジェットノズルを有するインクジェット記録装置
（コニカミノルタ（株）製　ＥＢ－１００）に、各インクセットを装填し、被記録材とし
てＯＰＰフィルム（フタムラ化学（株）製　ＦＯＲ＃２０、膜厚２０μｍ）上への画像記
録を行った。液滴サイズは約４２ｐｌとし、３６０×３６０ｄｐｉ（ｄｐｉとは２．５４
ｃｍあたりのドット数）の解像度で射出できるようにし、駆動周波数２ｋＨｚにて駆動し
た。フィルムの表面が６０℃程度になるようにヒーターにてプレヒートしながら、下記イ
ンク付与順番に従い印字を行い、乾燥（８０℃／６０秒）させた。
【０１０３】
（インク付与順番）
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与。
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与。
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与。
【０１０４】
（粘度測定方法）
　Ｅ型粘度計「Ｖ－２５型（東機産業（株）製）」用いて、測定（インク温度２５℃）し
た。
【０１０５】
（ｐＨ測定方法）
　ＭＭ－６０Ｒ（東亜ディーケーケー（株）製）を用いて測定（インク温度２５℃）した
。
【０１０６】
（評価方法）
　吐出性、及び得られた印字について、恒温恒湿室（室温２５℃、湿度５０％）において
、以下（１）～（４）の物性を評価した。
【０１０７】
（１）吐出性
連続１２枚印刷後のノズルの目詰り等を評価した。
　○：ノズル周辺にインク付着無く、ノズルの目詰り無し。
　△：ノズル周辺にインク付着があるが、ノズルの目詰り無し。
　×：ノズルの目詰り有り。
【０１０８】
（２）滲み性（ブリード）
　○：網点ドット、ベタ部の境界でインクが滲まない。
　△：網点ドット、ベタ部の境界で若干滲みがある。
　×：網点ドット、ベタ部の境界が滲む。
【０１０９】
（３）ハジキ性
　○：網点ドット、ベタ部でインクがはじかない。
　△：網点ドット、ベタ部で若干インクがはじく。
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　×：網点ドット、ベタ部でインクがはじく。
【０１１０】
（４）ベタ部再現性
　○：ベタ画像印字部で濃度ムラ無くインクが再現する。
　△：ベタ画像印字部の濃度ムラが印字部に対して２０％未満。
　×：ベタ画像印字部の濃度ムラが印字部に対して２０％以上。
評価結果を、表１２～３２に示す。
【０１１１】
【表１２】

【０１１２】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１１３】
【表１３】

【０１１４】
インク付与順番
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タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）

【０１１５】
【表１４】

【０１１６】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１１７】
【表１５】

【０１１８】
インク付与順番
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タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１１９】
【表１６】

【０１２０】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１２１】
【表１７】

【０１２２】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
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タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１２３】
【表１８】

【０１２４】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１２５】

【表１９】

【０１２６】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
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分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１２７】
【表２０】

【０１２８】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１２９】
【表２１】

【０１３０】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１３１】
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【表２２】

【０１３２】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１３３】
【表２３】

【０１３４】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１３５】
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【表２４】

【０１３６】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１３７】
【表２５】

【０１３８】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１３９】
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【表２６】

【０１４０】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１４１】
【表２７】

【０１４２】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１４３】
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【表２８】

【０１４４】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１４５】
【表２９】

【０１４６】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１４７】
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【表３０】

【０１４８】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１４９】
【表３１】

【０１５０】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及び／またはカルボキシル基を有する樹脂(固形
分)／ジアリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１５１】
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【０１５２】
インク付与順番
タイプＡ：第１のインクの付与後に第２のインクを付与
タイプＢ：第２のインクの付与後に第１のインクを付与
タイプＣ：第１のインクと第２のインクを同時付与
インク混合比率(質量比)：ヒドロキシ基及びカルボキシル基を有さない樹脂(固形分)／ジ
アリルアミン系ポリマー（固形分）
【０１５３】
　この結果、実施例１～１５４で得たインクセットは、いずれも滲み性、ハジキ性、ベタ
部再現性は良好であった。一方、比較例１は第１のインクにおけるバインダー樹脂として
ヒドロキシ基及びカルボキシル基を有さない樹脂を用いた例であるが、印刷物の評価はい
ずれも×であった。比較例２～４はジアリルアミン系ポリマーを有さないアリルアミン系
ポリマーの例であるが、所望の効果が得られなかった。
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